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はじめに

日本は世界に先駆けた超高齢社会に到達し、社会の在り

方や疾患構造そのものが大きく変貌しつつある。がんはな

お大きな問題であり、還暦以降の日本人の死因の第一位を

占めている1）。近年のがん治療の進歩にもかかわらず、高

齢者のがんは世界的にもその頻度の増加とともに、治療の

困難さが指摘されている2）。

がん患者に対し緩和医療を早期から行うことは、生活の

質（QOL）のみならず、予後の改善効果も期待できると報

告されている。緩和医療の対象としては、がんに伴う痛み、

抑うつ、疲労、悪液質などが知られてきた（図1）。このよう

な症状は高齢者にみられやすく、がんの支持療法を十分に

行うことが要請されている。漢方医学がこの領域に果たす

役割は大きく、より一層の応用が図られるべきである3）。

抗がん剤治療の問題点

手術や放射線療法とともに、がん化学療法はがん治療の

根幹をなしており、分子標的療法4）や免疫チェックポイン

ト阻害剤など、新たな機序を持つ抗がん剤が開発され、臨

床応用されてきた。しかしながら、抗がん剤は消化器症状や

骨髄毒性、腎毒性など、少なからぬ副作用を有する。最近、

2009〜2013年に開発された抗がん剤は、押しなべて、

患者の予後を3ヵ月弱しか延長しなかったと報告されてい

る5）。また新規抗がん剤のうち、患者のQOLや予後を改善

したものは約15%に過ぎないとも指摘されるに至った6）。

抗がん剤は、がん細胞の抵抗性（レジリエンス）を高める7）。

乳がんの再発は、治癒と考えられてきた5年をはるかに超

えて遠隔転移再発として認められ、現存の抗がん剤治療の

問題点となっている8）。また新規抗がん剤や治療技術は高

価で、世界的には患者の予後を改善していないという6）。

がん緩和医療での漢方の意義は確立されているが、漢方薬

による長期生存例の存在も知られている。人参養栄湯の薬

価は、免疫チェックポイント阻害剤の0.4%以下であり9）、

この安価で良質な漢方薬を、エビデンスをより一層明確に

し、さらなる臨床応用を進めてゆく必要がある3）。

がんの緩和医療と漢方−痛み、抑うつ、疲労、悪液質

悪液質はがん死の20〜25%を占め、小児や高齢者にそ

の頻度が高い10, 11）。体重減少は骨格筋量の減少（サルコぺ

ニア）と、多くの場合体脂肪量の減少にもとづき、サイト

カインの関与が示唆されてきた。悪液質の診断基準も

2008年に提唱（国際悪液質学会）され12）、栄養・薬物療法

の応用に加え、薬物療法の開発が進められつつある。

悪液質の治療は多くの場合、食欲を増加させ、体脂肪量

や筋肉量の減少を阻止し、QOLの維持、向上をはかると

図 1　がんの緩和医療
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ともに、各種治療の耐性を高め、予後を改善することにあ

る。食欲不振は疼痛、抑うつ、疲労の早期症状でもあり、

緩和医療の見地から極めて重要である（図1）。人参養栄湯、

六君子湯を初めとする漢方薬は、食欲不振やサルコペニア

を改善し、支持療法として重要である13, 14）。

がんの痛みは、身体的および精神的苦痛の両者（トータ

ルペイン）である。がんの痛みはオピオイドにより治療さ

れるが、オピオイドそのものも食欲や消化管運動調節に深

くかかわり、体重に正負の影響を及ぼしうる。がん患者の

高齢化とともに、せん妄を誘発する場合も散見され、抑肝

散（加陳皮半夏）の投与や附子製剤を用いたオピオイドの

減量など、漢方の応用がなされている3, 14）。

がん患者の苦しみは、身体的苦痛のみならず、心理社会

的またスピリチュアルな苦痛を含み、抑うつとも深く関連

する。心身の苦痛、抑うつは行動を不活性化し、サルコペ

ニアを増悪させる。運動やリハビリを導入し、行動を活性

化するためには、抗うつ薬や認知行動療法等の心理療法と

の併用も必要となる。高齢者には抗うつ薬を慎重に投与す

る必要があり、ここにも漢方の出番があろう。精神科病床

がない一般病院の約2割で、入院患者が過去3年間に自殺

し、その半数はがんの患者であるという15）。

人参養栄湯−補剤の切り札として

がんの支持療法として、代表的な漢方薬は補剤であり、

長年その応用が進められてきた。

補剤としては、十全大補湯、補中益気湯、人参養栄湯が

挙げられるが、その生薬構成には相違が認められる。がん

の緩和医療では、十全大補湯、補中益気湯から処方し、重

篤な症例には人参養栄湯を使用もしくは置き換えること

も行われてきた。

昭和期の漢方復権に尽力した矢数道明は、「漢方と漢薬」

誌に「腫瘍の壊症、悪液質の傾向あるものに用ゆ」と述べて

いるが16）、最強の補剤としての位置づけが窺われる。矢数

道明はまた、諸家による人参養栄湯の適応をまとめてい

る。江戸時代の名医津田玄仙は、その著書「療治経験筆記」

に、①毛髪堕落（毛髪の脱落）、②顔色無沢（顔色に艶がな

い）、③忽々喜忘（集中力がなくなり健忘する）、④只淡不

食（口がまずく味がせず食欲がない）、⑤心悸不眠（動悸が

して眠れない）、⑥周身枯渋（全身の皮膚がかさつく）、 

⑦爪枯筋涸（爪が固くなって割れる・筋肉に潤いがなくて

攣る）をその適応と記しているが17）、エイジングも含めた

多彩な症状に用いられてきたようである。

人参養栄湯は気血両虚を補う代表的な補剤であり、がん

を初めとする緩和医療の領域で汎用されてきた。人参養栄

湯や補中益気湯、十全大補湯といった補剤は、進行子宮頸

がん患者の予後を改善すると報告されている18）。人参養

栄湯は、PET-CTで評価した進行婦人科がんの緩解導入率

を増加させる19）。抗がん剤の副作用を軽減することで、化

学療法を減量せず予定通り投与できたため、奏効率が増加

したと報告されている19）。人参栄養湯は、消化器がんや

乳がんの術後維持化学療法（5-FU）に伴う食欲不振、倦怠

感、悪心・嘔吐、口内炎、不眠、手足の冷え、貧血や体重

減少を改善する20）。また消化器がん患者の自覚症状、全

身状態や貧血の改善21）や、進行肺がん患者における気分、

食欲不振、全身倦怠感や貧血の改善22）、大腸がん術後患

者のリンパ球数やPHAによる幼若化能増加など免疫増強

作用23）も報告されている。人参養栄湯は泌尿器科がん24）

や女性性器がん25）患者の化学療法、放射線療法や術後の

症状軽減、骨髄毒性や肝をはじめとする臓器機能障害、全

身状態の回復に有用である。人参養栄湯はまた、ソラフェ

ニブ投与中の切除不能進行肝細胞がんの副作用（肝および

造血機能障害）を軽減し26）、多発性骨髄腫に対するメルファ

ランの治療効果を増加させ、全身倦怠感を軽減する27, 28）。 

骨髄異形成症候群（MDS）において（FAB分類はRA）、約

25%の症例で、貧血や白血球・血小板の減少を改善する29）。

以上のように、人参養栄湯は抗がん剤や放射線治療の副作

用防止（造血障害など）、食欲不振、疲労、全身状態の改善、

延命目的などに使用され30）、最も重度な症例に用いられ

てきたと言える31, 32）。

疲労感の軽減や食欲不振の改善は、シェーグレン症候群

においても認められている33）。人参養栄湯はまた、高齢

者や術後の全身状態改善34）、肝硬変の蛋白合成35）や糖尿

病性合併症（神経障害）の改善36）、貧血や血小板低下の改

善35, 37）など多くの臨床報告がなされている。悪液質をき

たす代表的な疾患である慢性閉塞性肺疾患（COPD）にお

いては、食欲、体重減少、呼吸器症状、不眠を軽減し、ア

ルブミンなどの栄養状態やNK活性などの免疫機能を改善

する38）。人参養栄湯は、人工膝関節置換術後の感染制御

に有用であり34）、また骨密度の増加39）、嗅覚の改善40）、
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男性不妊の改善41）、ドネペジル投与下のアルツハイマー

病患者の認知機能や抑うつの改善42）など、多彩な効果が

報告されている。このような作用は、高齢者に対し、がん

以外の基礎疾患の治療も同時に行える利点を有している。

人参養栄湯の作用機構

人参養栄湯の作用の根幹をなすのは、胃から放出される

グレリンと視床下部に存在する神経ペプチドY（NPY）とい

う空腹系であり、この空腹系の減弱が悪液質の根幹をなす

（図2）3, 10, 11, 43）。グレリン-NPY空腹系は、人参養栄湯の

強力な食欲促進作用や抗サルコペニア作用を裏打ちして

いると考えられる。陳皮成分はセロトニン系の抑制を解除

し、また茯苓成分はグレリンの分解酵素エステラーゼを阻

害し、グレリン-NPYシグナルを増強する。人参養栄湯は

グレリン非依存性にもNPYを直接活性化し44）、強力な食

欲促進作用の根幹をなしている。グレリン-NPYの下流に

はオレキシンが存在し、これも食欲促進作用や行動活性化

をもたらすものと考えられる（図2）。

人参養栄湯は芍薬、当帰、陳皮、黄耆、桂皮、人参、白

朮、甘草、地黄、五味子、茯苓、遠志の12種類の生薬よ

り構成される（図2）。本薬の主成分には、甘草由来のグリ

チルリチン酸、芍薬由来のペオニフロリン、人参由来のサ

ポニン類（ギンセノシド）、陳皮由来のヘスペリジン・ナリ

ンジン、白朮由来のアトラクチレノリドⅠ・Ⅲ、黄耆由来

の（イソ）アストラガロシド（HQ1/2）、遠志由来のテヌイ

ゲニン、五味子由来のシザンドリン、地黄由来のカタル

ポールなどが含まれている45）。グリチルリチン酸の持つ抗

炎症作用は、慢性肝疾患の治療などに古くから臨床応用が

進められてきた。またペオニフロリンは細胞内のCaイオン

上昇を制御し、筋肉痛を軽減させることが知られてきた。

人参養栄湯は抗がん剤や担がんモデル動物において、摂

食量やサルコペニアを改善するのみならず、生命予後を延

長させる。われわれの最近の研究では、人参養栄湯は抗が

ん剤シスプラチン（CDDP）投与モデルマウスにおいて、摂

食量・体重をグレリンを介して増加させる46）。シスプラ

チン投与によりマウスの活動量は著しく減弱し、栄養状態

を反映しやすい速筋（腓腹筋）の萎縮（サルコペニア）を生

じるが、人参養栄湯は有意に改善し、併せて骨密度の低

下、臓器機能の改善とサバイバルの延長をもたらす。また 

大腸がん（CT26）移植マウスにおいて、腹水には影響を与

えないが、摂食量の低下を改善し、サバイバルを有意に増

加させる47）。人参養栄湯はがん免疫療法のアジュバント

として有用であり、照射大腸がん細胞（CT26）の皮下移植

により、大腸がん細胞の腫瘍サイズを減少させ、予後を有

意に延長させる。この作用はCD8＋T細胞を介し、十全大

補湯には改善作用は認められないと報告されている47）。 

人参養栄湯はルイス肺がんモデルにおいて、縦郭リンパ節

転移を抑制し48）、シスプラチンの治療効果を増強してサ

バイバルを延長させる49）。人参養栄湯はまた、放射線照

射マウスの血小板減少を改善し、骨髄赤芽

球系前駆細胞（BFU-E数）を増加させる50）。

抗がん剤オキサリプラチン（L-OHP）投与

マウスにおいては、痛覚過敏やアロディ

ニアを改善し、人参サポニン（ギンセノシ

ド）がその有効成分であるという51）。

人参養栄湯の構成生薬やその有効成分

も、がんの増殖抑制効果を有することが

報告されている。黄耆は、胃がん肝転移

細胞系（MKN-45）による腹膜中皮細胞

（HMrSV5）のアポトーシスを改善して腹

膜播種を抑制する52）。また肺がん患者の

Th2優位サイトカイン状態を改善する53）。

地黄はヒト（HA22T/VGH）およびラット

（H-4-Ⅱ-E）の肝がん細胞の増殖を抑制す

図 2　人参養栄湯の構成生薬とがん治療における意義
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る54）。遠志ポリサッカライドは、ヒト卵巣がん細胞株

（SKOV3）増殖を抑制し、腹腔内移植ヌードマウスにおい

て腫瘍容積を減少させる55）。陳皮成分のナリンジンは、ヒ

ト肺がん細胞（A549）や子宮頸がん細胞（HeLa）において

アポトーシスを促進し、腫瘍細胞特異的な増殖抑制活性を

示す57）。この作用は、シアリダーゼ（NEU3）−上皮様成長

因子受容体（EGFR）の活性化抑制による56）。白朮の主成分

アトラクチレノリドⅠは、胃がん患者の食欲、栄養状態（上

腕周囲径）や全身状態（KPS：Karnofsky Performance 

Status）を改善し、尿中PIF（proteolysis-inducing 

factor）を減少させる57）。PIFは腫瘍に由来しサルコペニ

アをもたらすが、その抑制効果は魚油より強力である57）。

五味子主成分のゴミシンNは、リポポリサッカライド

（LPS）による脳内炎症およびうつ様行動（Sickness）を抑

制すると報告され、多彩な症状改善に寄与しているものと

思われる58）。

終わりに

漢方薬は中国より伝えられ、奈良時代によく用いられて

きたことは、悲田院での光明皇后の施浴の記載や、東大寺

に残されたおびただしい生薬の量からも明らかである。この

長い歴史のある漢方医学は、江戸時代に日本独自の進歩を

遂げた。華岡青洲が通仙散を用いて世界初の乳がん手術を

行ったのは、エーテル麻酔が用いられる50年も前のことで

あった。江戸の漢方がこの医学の領域で、世界のトップク

ラスにあったことを物語っている。しかし、明治以後の近代医

学の流入は、この漢方医学を片隅に追いやることとなった。

しかし、フレイルに代表される社会の高齢化は、漢方医

学を再び治療のメインストリームに位置づけようとして

いる。ポリファーマシーの問題、医療経済の破綻の危機と

いった負の側面のみならず、老化機序の解明の進歩、

Geroprotectorをはじめとする臓器・組織の若返り・再生

医療の臨床応用など、学問的進歩とタイアップする格好

で、漢方医学の応用が進められつつある。高齢者のがん治

療を如何に行うかは大きな問題であるが、併存するがん以

外の基礎疾患の治療を合わせ行えれば、より効果的である

ことは論を待たない。

新しい抗がん剤や治療技術は高価であり、がんの治療に

はより良いシステムとケアが世界的に必要である6）。漢方

薬はがんの緩和医療、支持療法を中心に、果たすべき役割

は極めて大きく、がんに関わる医療従事者にもっと認識さ

れる必要があろう3, 59, 60）。

中国政府は最近、長年用いられてきた漢方薬に臨床研究

は不要であると宣言し、Nature誌上に論議を呼んでいる61）。

日本の漢方医学にも、大きな影響を及ぼすものと考えられ

る。漢方薬という安価で良質な医療は、日本で築き上げた

世界に誇りうる分野であり、今後の一層の発展と応用が望

まれる。そのためには、伝統ある漢方医学をエビデンスに

基づき、またがんなど疾患を対象に、証明してゆくプロセ

スが必須であると思われる。日本から基礎、臨床両面で、

世界に向けて発信してゆく必要があろう。
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